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嗣
轍
生
命
保
険
の
官
轡
問
題

第
三
十
八
容

六
八
六

第
=
一
競

五
六

場
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面爾

閲
膿
生
命
保
険
の
官
償
問
題

島

昌

太

郎

我
が
固
に
従
来
行
は
れ
て
居
な
か
っ
た
圏
龍
生
命
保
険
と
い
ふ
も
の
が
、
今
般
、
日
本
園
開
生
命
保
険
株
式
曾

枇
に
よ
っ
て
行
は
る
〉
こ
と
、
な
り
、
ま
た
、
逓
信
省
に
於
て
も
、
簡
易
生
命
保
険
を
改
正
し
て
、
官
替
と
し
て

こ
れ
を
行
ふ
計
奮
を
も
っ
て
居
る
と
侍
へ
ら
れ
て
居
3
0

日
本
圃
韓
生
命
保
険
株
式
舎
一
枇
と
い
ふ
は
、
全
国
産
業
閏
韓
聯
合
舎
の
開
係
者
が
後
起
し
て
設
立
し
た
保
険
曾

枇
で
、
「
帝
国
領
土
内
、
満
洲
圏
内
及
中
華
民
国
内
ニ
於
ケ
Y
舎
一
祉
、
工
場
、
葉
支
庖
‘
分
工
場
、
官
公
暑
業
他

一
定
ノ
標
準
-
一
依
9
直
別
セ
ヌ
レ
タ
Y
集
囲
」
を
被
保
険
固
盟
と
し
て
、
圏
膿
生
命
保
険
事
業
を
鰹
倍
す
る
を
目

的
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

逓
信
省
の
計
査
せ
る
も
の
は
斗
同
一
事
業
主
-
一
一
雇
傭
セ
フ

U

戸
、
一
定
数
以
上
ノ
者
ヲ
身
韓
被
査
ア
錯
す
ズ
シ
ア



一
契
約
ノ
下
-
一
包
括
的
-
一
保
険
ス

Y
」
も
の
で
、
そ
の
保
険
契
約
者
た
る
も
の
は
寸
被
保
険
者
ヲ
使
用
ス
Y
事
業

主
」
に
お
を
原
則
と
す
る
げ
れ
ど
も
、
「
官
公
署
、
軍
隊
ノ
長
若
A

之
-
一
準
メ

y
者
」
「
消
防
組
業
他
雇
傭
聞
係
ナ

キ
特
定
ノ
囲
瞳
-
一
在
y
-
Y
A
代
表
者
」
な
ど
も
亦
、
保
険
契
約
者
た
る
こ
と
を
認
な
る
の
で
あ
名
。

こ
の
保
険
の
保
険
金
は
、
曾
祉
の
方
は
、
五
百
回
以
上
参
千
回
以
下
で
あ
る
が
、
六
ヶ
月
ま
た
は
十
二
ヶ
月
分

の
報
酬
を
以
て
保
険
金
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
以
上
で
あ
っ
て
色
、
以
下
で
あ
っ
て
も
差
支
な
い
E

と
し
て
居
る
。
遁

信
省
案
に
於
て
は
、
最
高
畳
千
武
百
聞
で
あ
3
が
、
簡
易
生
命
保
険
と
併
行
的
に
契
約
す
る
と
き
は
、
畳
千
六
百

五
拾
固
と
な
る
。

四
輔
生
命
保
険
の
計
査
は
、
こ
れ
ら
の
こ
つ
に
限
る
の
マ
は
な
〈
、
既
存
の
生
命
保
険
曾
枇
ド
於

τ色
立
議
し

た
所
で
あ
っ
た
が
、
い
づ
れ
も
認
可
せ
ら
る
う
こ
と
な

t
、
前
週
の
日
本
間
瞳
生
命
保
険
株
式
曾
枇
の
み
が
、
昨

昭
和
人
年
十
二
月
十
一
日
を
以
て
認
可
せ
ら
れ
、
且
つ
.
侍
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
商
工
省
は
、
こ
の
保
険
が
我
が

闘
に
於
て
は
、
初
め
て
の
計
査
で
あ
り
、
そ
の
健
会
な
る
畿
遣
を
保
護
助
長
す
る
の
意
味
に
於

τ、
営
分
の
問
、

既
設
に
る
L
」
新
設
た
る
と
を
聞
は
十
他
の
曾
枇
に
劃
し
て
は
、
同
様
の
保
険
事
業
を
一
切
認
可
し
な
い
方
針
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
従
来
、
圃
瞳
生
命
保
険
を
計
董
申
請
し
て
却
下
せ
ら
れ
た
既
存
の
生
命
保
険
舎

祉
は
、
こ
の
濁
占
的
認
可
に
劃
し
て
反
封
し
て
居
っ
た
。

か
う
る
と
こ
る
へ
、
克
に
遁
信
省
が
、
類
似
の
計
査
を
立
て
、
簡
易
保
険
と
相
誼
ん
で
官
笹
と
し
て
、
こ
れ
を

行
は
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
園
陸
生
命
保
険
舎
祉
は
、
直
接
に
有
カ
な
る
競
争
者
を
迎
へ
る

周
憾
生
命
保
険
の
官
替
問
題

第
三
十
八
巻

六
八
七

第

披

豆
七



圏
睦
生
命
保
険
の
官
替
問
題

第
三
十
八
巻

六
八
八

第
三
裁

五
i¥. 

も
の
と
し
て
こ
れ
に
反
調
し
、
他
の
民
俸
の
生
命
保
険
曾
枇
色
、
こ
の
遁
信
省
案
は
、
簡
易
保
険
の
保
除
金
額
の

麗
蕗
慣
張
で
あ
b
、
従
っ
て
、
民
営
に
謝
す
る
一
大
鹿
迅
で
あ
る
と
し
て
、
反
劃
し
つ
〉
あ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
、
目
下
、
我
が
保
険
界
に
於
て
.
盛
に
論
議
せ
ら
れ
つ
う
あ
る
園
鶴
生
命
保
険
の
官
替
問
題
を
正
し
〈
理

解
す
る
が
た
め
に
は
、
先
づ
、
国
間
生
命
保
険
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

国---

間
関
生
命
似
附
k
い
ふ
も
の
叫
、
生
命
保
険
の
中
の
一
都
知
で
め
る
L
L
共
仁
、
聞
慨
保
険
の
中

ω
一
種
類
で
も

あ
る
。岡

龍
保
険
と
い
ふ
も
の
は
、
保
険
の
種
別
の
上
で
個
別
保
険
に
封
臆
す
る
も
の
で
、
後
生
的
に
言
へ
ば
、
個
別

保
険
が
相
嘗
畿
達
し
た
後
に
、
囲
膿
保
険
が
行
は
る
3

ゃ
う
仁
な
つ
に
の
で
あ
る
。

財
産
保
険
の
部
類
に
於
て
も
、
名
帯
は
圏
瞳
保
険
と
い
は
な
い
に
し
て
も
.
賓
質
的
に
然
る
も
の
と
し
て
は
、

倉
庫
保
管
物
、

一
車
庫
に
属
す
る
電
車
若
し
く
ぱ
自
動
車
、
一
建
物
の
中
に
め
る
家
財
な
ど
の
火
災
保
険
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
併
じ
、
人
保
険
の
部
類
に
あ
っ
て
は
、
名
賀
共
に
、
闇
瞳
保
険
は
個
別
保
険
左
区
別
し
て
行
は
れ

て
居
っ
て
、
特
に
、
生
命
保
険
、
傷
害
保
険
、
健
康
保
険
、
老
療
保
険
な
ど
に
於
て
多
く
こ
れ
を
見
る
。

今
、
人
保
険
に
於
け
る
圏
韓
保
険
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
自
然
に
一
つ
の
集
聞
を
な
し
て
居
る
人

々
の
全
部
若
し

t
ば
そ
の
大
部
分
伝
一
纏
め
に
し
て
一
枚
の
保
険
謹
券
伝
以
て
契
約
す
る
の
で
あ
る
。
自
然
に
一

つ
の
集
聞
を
な
し
て
居
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
集
圏
が
こ
の
保
険
の
た
め
に
故
ら
に
作
ら
れ
た
圏
韓
で
な
い
こ
と



を
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
保
険
に
加
入
す
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
居
る
闇
瞳
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
ぞ
し
て
特

徴
的
な
こ
と
は
そ
の
囲
員
は
こ
の
保
険
に
於
け
る
保
険
料
影
支
掛
ふ
た
め
の
牧
入
源
を
共
通
に
し
て
居
る
こ
と
で

円
一
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
保
険
に
於
け
る
圏
睡
と
い
ふ
志
の
は
、
被
保
険
者
た
る
も
の
が
そ
の
所
得
を
皐
ぐ
る

業
務
を
中
心
と
し
て
自
然
に
構
成
し
て
居
る
閏
韓
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

一
つ
の
曾
吐
、

庖
な
ど
に
勤
務
し
て
居
る
人
々
は
、
そ
の
所
得
棋
を
共
通
じ
す
る
左
共
に
、
業
務
上
自
然
に
一
つ
の
集
闇
を
構
成

し
て
居
る
の
で
あ
る
炉
、
圃
糟
保
険
は
、
炉
、
る
集
固
ぞ
被
保
険
圏
睦

E
し
、
か

3
0人
々
を
被
保
険
者
と
し
て
、

一
つ
の
工
場
、

一
つ
の
商

一
一
踏
め
に
保
険
契
約
ぞ
締
結
し
、
そ
の
共
通
の
所
得
源
よ
り
保
険
料
な
一
纏
め
に
収
納
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
は

れ
る
の
で
め
芯
。

生
命
保
険
を
図
瞳
保
険
と
し
て
行
ふ
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
被
保
険
者
た
る
も
の
は
、
右
に
遁
ぺ
た
る
炉
知

き
闇
瞳
の
構
成
員
で
あ
る
。
従
っ
て
.
被
保
険
者
は
、
常
に
入
り
替
り
立
ち
替
り
す
る
。
ず
な
は
ち
新
陳
代
謝
す

る
の
が
常
態
で
あ
る
。
固
瞳
生
命
保
険
に
於
て
も
、
そ
の
保
険
料
は
、
闇
瞳
の
構
成
員
た
る
被
保
険
者
各
自
の
危

険
率
に
従
っ
て
定
め
ら
る
べ
き
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
営
然
に
被
保
険
者
各
自
の
年
齢
を
基

礎
B

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
各
々
年
齢
を
異
に
す
る
構
成
員
が
入
り
替
り
立
ち
替
り
す
る
圏
樫
を
被
保
険
闇

瞳
と
し
て
一
纏
め
の
契
約
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
園
膿
保
険
に
あ
っ
て
は
、
普
通
個
別
生
命
保
険
と
は
異

り
、
永
年
に
一
旦
る
長
期
契
約
と
し
て
行
は
る
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
従
っ
て
か
冶
る
一
聞
の
被
保
険
者
に
於
け
る

保
険
料
と
保
険
金
と
の
技
術
的
均
衡
は
そ
の
現
在
の
構
成
に
於
て
見
る
の
外
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
こ
の
保
険
は

国
槍
生
命
保
険
の
自
国
替
問
題

第
三
十
八
巻

六
八
九

第

盟主

五
九



圏
慌
生
命
保
除
の
官
瞥
問
題

第
三
十
八
巻

六
九

O

第
三
鰐

O 

一
ヶ
年
を
期
間
と
す
る
保
険
、
す
な
は
ち
一
年
の
定
期
保
険
と
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

一
ヶ
年
を
期
間
と
す
る
定
期
保
険
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
険
料
は
各
被
保
険
者
の
危
憤
峯
に
麿
じ
て
市
そ
の
ま

ま
の
計
算
に
於
て
定
め
ら
れ
る
。
永
年
に
一
日
一
る
長
期
の
契
約
で
あ

f

る
な
ら
ば
、
被
保
険
者
の
危
険
率
は
年
々
異
る

仁
拘
は
ら
争
、
そ
の
保
険
料
は
、
各
年
を
均
一
じ
す
る
十
い
め
仁
、
平
均
し
‘
P

い
も
の
を
謀
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
e

こ
れ
を
「
卒
均
保
険
料
」
と
い
ふ
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
封
し
て
、

一
年
定
期
の
場
合
の
前
通
の
如
き

B

危
険
事
そ
の

土
〉
の
計
算
の
も
の
4
f
b

つ
日
拡
保
険
料
い
と
い
ふ
。
問
時
生
命
保
険
は
、
よ
mw
自
然
保
険
料
仁
よ
っ
て
れ
ば
れ
る

の
で
あ
る
。

卒
均
保
険
料
の
場
合
、
す
な
は
ち
普
通
の
生
命
保
険
に
あ
っ
て
も
、
加
入
者
の
支
捕
ふ
保
険
料
は
、
加
入
の
際

の
年
齢
仁
よ
っ
て
異
る
。
二
十
歳
の
主
主
c

に
加
入
す
る
方
が
、
玉
十
歳
と
な
っ
て
加
入
す
る
よ
り
も
、
ぞ
の
牛
掛

保
険
料
は
造
に
安
い
。
併
し
、
加
入
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
か
く
の
如
〈
、
年
捕
保
険
料
は
異
る
げ
れ

E
も
、
加
入

後
、
年
々
支
捕
ふ
所
の
保
険
料
は
、
年
齢
が
進
ん
で
も
‘
一
定
不
盤
で
あ
る
。
然
る
に
、
自
然
保
険
料
の
場
合
、

す
な
は
ち
固
瞳
生
命
保
険
に
あ
っ
て
は
、
保
険
料
が
加
入
の
際
の
年
齢
に
よ
つ
で
異
る
は
勿
論
の
こ
と
、
年
齢
の

進
-
ひ
と
共
に
大
韓
に
於
て
毎
年
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
内
日
本
圏
瞳
生
命
保
険
株
式
曾
枇
の
保
険
金
査
手
固
に
劃
す
る
保
険
料
を
抜
率
記
載
す
れ
ば
次
の
如
〈

で
あ
っ
て
、
営
該
年
齢
の
加
入
者
は
、
何
歳
の
と
き
か
ら
加
入
し
て
居
つ
で
も
、
こ
の
表
の
年
齢
の
と
き
に
は
‘

そ
れ
に
該
営
す
る
保
除
料
を
支
梯
は
ね
ば
な
ら
む
の
で
ゐ
る
。



年

齢
年
額
保
険
料

手円一
言 。

一
五

六
・
九
口

二
O

九
・
回
〔
}

一一五

七
・
屯
(
〕

..， =三

o 0 

ノ、ー二Z

g 五

千 四
合 O

=四
5 五

マ五
三 O

五
五

二
・
き

六
O

S
口
・
ロ
ロ

か
や
う
に
、
普
通
生
命
保
険
は
手
均
保
除
料
で
あ
り
、
圃
韓
生
命
保
険
は
自
然
保
険
料
で
あ
る
か
ら
、
普
通
生

命
保
険
の
場
合
に
は
、
加
入
者
は
大
瞳
、
若
い
聞
に
比
較
的
多
〈
の
保
険
料
を
捕
ふ
代
り
に
、
年
取
っ
て
か
ら
は

比
鞭
的
少
〈
そ
れ
を
支
榔
ふ
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
中
途
、
解
約
の
場
合
に
、
普
通
生
命
保
険
に
は
掛
艮

金
が
あ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
4
0
0

併
し
、
圃
晴
生
命
保
険
に
あ
っ
て
は
、
被
保
険
者
の
危
険
率
に
鵬
じ
に
だ
け
の
保
険
料
、
ず
な
は
も
自
然
保
険

料
診
榔
ふ
の
で
め
る
か
ら
島
若
い
聞
に
比
鞭
的
多
一
く
を
抑
込
み
、
年
と
っ
て
比
械
的
少
〈
抑
込
か
と
い
ふ
や
フ
な

閥
係
は
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
に
は
、
普
通
生
命
保
険
の
場
合
の
子
う
な
解
約
延
長
金
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。

ー---ー.

圏
憧
生
命
保
険
は
無
診
査
を
原
則
と
す
る
。
普
通
の
生
命
保
険
に
於
て
は
、
被
保
険
者
の
加
入
に
際
し
て
身
韓

健
康
の
診
査
を
す
る
を
常
と
す
る
。
併
し
、
固
瞳
生
命
保
険
に
於
て
は
、
圏
鴨
構
成
員
の
個
々
の
情
況
を
問
題
と

す
る
こ
と
な
〈
、
一
圏
を
な
せ
る
多
数
の
人
々
を
一
纏
め
に
契
約
す
る
の
立
前
で
あ
る
か
ら
、
被
保
険
者
各
個
に

つ
い
て
診
査
を
心
な
い
の
が
本
別
で
あ
る
。
す
な
は
ち
無
診
査
保
険
で
あ
る
。

闇
瞳
生
命
保
険
は
、
勢
賃
や
俸
給
を
以
て
生
活
せ
る
人
々
に
封
し
て
、
そ
の
生
活
の
保
全
の
た
め
に
、
生
命
保

除
を
容
易
に
利
用
せ
し
め
る
目
的
を
以
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
の
所
得
を
奉
ぐ
る
業
務
を
中
心
と

ιて
自
然

回
櫨
生
命
保
険
回
一
官
替
問
題

第
三
寸
八
巻

六
九

第
三
貌

六



国
髄
生
命
保
険
の
官
経
問
題

第
三
十
八
倉

/、

九

第
=
一
蹴

-r、

に
構
成
し
て
居
る
固
睦
に
着
目
し
て
、
ぞ
れ
を
基
本
仁
一
纏
め
の
取
扱
ひ
を
な
す
こ
左
に
よ
っ
て
行
ふ
ち
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
一
定
の
事
業
主
と
の
一
廉
傭
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
居
る
自
然
的
聞
鰹
炉
、
こ
の
保
険
に
於
け
る

契
約
箪
位
で
あ
り
、
且
つ
多
分
に
枇
曾
政
策
的
色
彩
を
幣
び
て
居
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
雇
主
が
保
険
料
の
全
部

一
部
営
負
轄
す
る
の
組
織
を
と
る
こ
と
が
あ
ち
、
ま
に
或
は
、
一
雇
主
と
共
に
、
国
家
も
一
定
限
度
に

若
し
く
は
、

於
て
保
険
料
負
携
を
な
す
の
組
織
を
』
る
こ
と
も
あ
お
。

問
融
問
生
命
保
険
仁
於

γ"
、
一
闘
の
多
数
仙
人
h
e
T
一
一
概
め
仁
し
可
取
扱
ひ
、
柾
裁
的
分
散
を
許
お
な
レ
と
レ
ふ

こ
と
は
、
無
診
査
の
に
め
弱
贈
者
が
多
く
加
入
し
、
健
康
者
が
加
入
し
な
い
と
い
ふ
調
は
ゆ
る
「
逆
蓮
華
」
を
避
〈

る
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
所
得
源
を
同
じ
く
し
て
自
然
に
成
立
せ
る
圏
憧
に
於
て
も
、
固
員
の
敷
a

が
相
官
多
数
じ
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
載
が
盆
々
多
い
ほ

E
望
ま
し
い
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
、

州
に
ょ
っ
で
法
定
の
最
小
限
度
は
異
っ
て
居
る
げ
れ

E
色
、
そ
の
最
小
限
度
の
最
も
低
い
も
の
は
五
十
人
と
し
て

居
り
、
最
も
高
い
色
の
は
二
百
五
十
人
と
し
て
居
る
。
但
し
、
州
に
よ
っ
て
は
ま
た
被
保
険
者
た
る
被
傭
者
自
ら

が
、
保
険
料
の
幾
分
を
負
躍
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
最
小
限
度
の
更
に
七
割
五
分
に
ま
で
下
る
こ
と
を
許
し
て
居

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

か
や
う
に
一
定
の
最
小
限
度
の
人
数
を
必
要
と
す
る
の
は
、
前
述
の
如
〈
、
謂
は
ゆ
る
「
逆
選
樺
L

を
避
〈
る

に
み
る
。
逆
選
捧
が
行
は
る
〉
と
き
は
、
そ
の
危
険
率
は
、
卒
均
危
険
を
超
過
し
、
保
険
の
存
立
基
礎
を
危
〈
す

る
。
ゆ
ゑ
に
囲
惜
保
険
は
、
多
数
人
の
一
一
極
り
の
圏
睦
が
基
準
と
な
る
酷
に
そ
の
存
立
の
基
礎
を
も
つ
も
の
で
、
圏



瞳
を
離
れ
た
個
人
を
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
は
、
極
力
例
外
的
取
扱
ひ
に
限
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
し
聞
睦
を

離
れ
た
る
個
人
を
以
て
、
ぞ
れ
が
元
主
闇
韓
員
で
あ
っ
七
と
い
ふ
故
を
以
て
、
一
般
に
加
入
の
織
績
を
許
す
な
ら

ば
、
ぞ
こ
に
逆
謹
捧
の
行
は
れ
る
危
険
を
包
戒
し
、
こ
の
保
険
の
基
礎
を
害
す
る
こ
と
〉
な
る
。
現
に
ア
メ

p
カ

の
例
に
於
て
は
、
櫨
績
被
保
険
者
と
な
石
も
の
は
甚
だ
少
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
抗
、
併
し
そ
の
少
い
耀
韻
被
保

険
者
に
於
け
る
危
険
率
は
、
凡
そ
二
倍
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
石
。

四

園
鶴
生
命
保
険
は
"
そ
の
保
険
料
が
安
い
と
い
ふ
こ
と
が
一
つ
の
特
色
と
し
て
戴
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
の
史
い

と
い
ふ
こ
と
は
h

4

一
つ
の
事
情
よ
り
生
や
る
。
そ
の
戸
つ
は
、
大
岨
腕
に
於
て
、
壮
年
の
健
康
者
ば
か
り
や
}
被
保
険

者
と
す
る
の
で
あ
一
る
か
ら
、
そ
の
危
険
率
は
普
通
一
一
般
の
危
険
率
よ
り
も
低
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
契
約

の
締
結
、
保
険
料
の
徴
集
そ
の
他
綿
て
が
、
多
敷
を
一
纏
め
に
し
て
取
扱
ふ
が
た
め
に
、
経
費
の
節
約
が
出
来
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
貼
は
、
純
保
険
料
の
低
廉
を
鷲
ら
し
、
第
二
の
酷
は
、
附
加
保
険
料
の
低
廉
を
驚
ら
す
。

併
し
な
が
ら
、
圃
龍
生
命
保
険
に
於
て
、
純
保
険
料
が
低
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
が
、
雇
傭
闘
係
に
あ
名
も

の
ば
か
り
を
被
保
険
者
に
限
定
す
る
こ
と
〉
関
聯
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
雇
傭
閥
係
に
あ
る
も
の
は
、
概
し
て
鮭

年
で
あ
っ
て
、
精
神
も
肉
睡
も
健
康
で
あ
っ
て
、
現
に
工
場
、
曾
祉
、
商
応
な
ど
に
於
て
、
勢
働
に
、
勤
務
に
従
事
し

つ
う
あ
る
色
の
で
あ
る
か
ら
、
無
診
査
で
そ
の
加
入
を
許
し
て
も
、
殆
ど
診
査
謹
揮
を
し
に
の
と
同
様
の
結
果
と
芯

る
。
ゆ
ゑ
-L
、
か
、
る
人
々
の
み
よ
り
成
る
生
命
表
に
現
は
る
う
危
険
容
は
、
一
般
の
国
民
生
命
表
に
現
は
る
h
普

圃
穂
生
命
保
険
の
官
替
問
題

ム
ノ、

第
三
十
八
巻

ノ、

九

第

披

アメリカ陀於で、継療被保険者が甚だ~.þいのは、閤量豊被保険者のときは、保
険料は、雇主主が全部を負縛して央札めか、少くとも一部分は負指して呉れる
むに、繕績被保険者となれば、全部そのもの L負据止なるからである。緯線
被保険者の危険牽が高いのも、との閥係から健康で生命に自信あるも白が保
険を纏旗しないからである。



周
憾
生
命
保
険
白
官
楼
問
題

第
三
十
八
巻

六
九
四

第

披

六
四

遁
の
危
険
率
よ
り
も
低
い
。
こ
の
低
い
危
険
率
を
基
礎
に
計
算
を
立
て
る
か
ら
、
そ
の
純
保
険
料
は
安
〈
つ
〈
の

で
あ
る
。
従
っ
て
圏
睦
生
命
保
険
に
於
て
、
こ
の
雇
傭
関
係
と
い
ふ
限
界
を
最
守
し
な
い
な
ら
ば
、
純
保
険
料
の

低
廉
と
い
ふ
そ
の
固
有
の
特
色
を
失
ふ
こ
と
に
〉
な
る
、

回
開
生
命
保
険
の
保
険
料
が
安
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
右
の
ニ
つ
の
聞
係
か
ら
生
中
る
の
で
あ
る
が
市
表
見
的
に

は
、
更
に
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
普
通
の
生
命
保
除
に
峡
ペ
て
安

t
見
ゆ
る
閥
係
も
あ
る
。
そ
の
最
も
著
し
い
も

ハノ
4
L

、

t

l

 間
鴨
生
命
保
険
は
、
死
応
の
場
合
仁
の
み
保
険
金
山
M
b

文
叫
ふ
の
で
あ
っ
w
L
、
生
布

ω場
合
に
は
に
れ
ぞ
文

掛
は
な
い
の
で
あ
る
。

l
l日
本
囲
瞳
生
命
保
険
株
式
曾
祉
に
は
、
勤
績
給
付
附
圃
瞳
定
期
保
険
と
い
ふ
生
存
の

場
合
に
も
保
険
金
を
支
排
ふ
も
の
が
計
量
中
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
未
だ
認
可
せ
ら
れ
て
居
な
い
。

1

1
丁

度
、
火
民
保
険
の
場
合
の
や
う
に
、
火
事
仁
躍
っ
た
ら
保
険
金
を
受
取
り
得
る
が
、
躍
ら
な
か
っ
た
ら
受
取
ち
得

な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
然
る
に
.
普
通
の
生
命
保
険
の
場
合
に
は
、
今
日
、
我
闘
に
行
は
れ
て
居
る
も
の
は
、

大
抵
、
死
己
保
険
と
生
存
保
険
と
の
混
合
で
あ
っ
て
、
謂
は
ゆ
る
養
老
保
険
で
、
一
定
の
年
齢
に
於
て
生
存
し
て

居
る
場
合
に
も
、
保
険
金
の
支
掛
を
受
け
得
る
も
の
で
あ
お
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
圃
龍
生
命
保
険
に
あ
っ
て
は
そ
の

純
保
険
料
は
、
死
己
保
険
と
し
て
の
計
算
の
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
普
通
の
生
命
保
険
に
め
つ
て
は
、
こ
れ
に
生

存
保
険
と
し
て
の
計
算
も
加
へ
ら
れ
て
居
る
。
従
っ
て
、
営
然
に
、
普
通
の
生
命
保
険
の
保
険
料
は
高
〈
、
圏
憧

生
命
保
険
の
そ
れ
は
安
〈
な
る
。
併
し
、
こ
れ
は
右
の
如
き
閥
係
か
ら
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
表
見
的
の
こ
と
で
、

質
質
的
の
こ
と
で
以
な
い
。



更
に
、
園
瞳
生
命
保
険
の
保
険
料
は
、
前
に
も
遁
べ
た
る
が
却
〈
、
自
然
保
険
料
で
あ
る
。
被
保
険
者
の
そ
の

年
、
そ
の
年
の
年
齢
に
従
っ
た
保
険
料
を
そ
の
ま
旨
に
支
捕
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
普
通
の
生
命
慌
険
に
於
て

は
、
こ
れ
も
前
に
遮
ペ
に
や
う
に
、
平
均
保
険
料
で
あ
る
。
若
年
の
聞
に
は
老
年
に
於
て
支
排
ふ
べ
き
保
険
料
の

一
部
分
金
支
捕
っ
て
置
く
こ
と
に
な
っ
て
居
る

d

一
提
っ
て
、
世
年
の
被
保
険
者
の
加
入
の
際
の
保
険
料
だ
け
を
膜

ぺ
て
見
れ
ば
、
園
開
生
命
保
険
の
方
が
安
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
併
し
、
こ
れ
も
表
見
的
の
こ
と
で
、
賞
質
的

の
こ
と
で
は
な
い
。

併
し
な
が
ら
、
右
の
ニ
つ
の
事
情
に
よ
る
所
の
闘
関
生
命
保
険
が
、
普
通
生
命
保
険
よ
り
も
保
険
料
が
表
見
的

に
安
く
見
ゆ
る
こ
と
は
、
鮭
年
の
被
保
険
者
の
加
入
に
際
し
て
は
、
躍
に
一
つ
の
誘
感
と
な
り
、
圏
睦
生
命
保
険

事
業
の
普
活
生
命
保
険
鼎
業
に
指
す
品
不
柳
川
競
引
の
四
一
寸
を
飢
搬
す
ぷ
め
危
険
が
母
る
c

保
険
加
ス
者
も
亦
、
こ

の
賠
を
よ
く
諒
解
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

五

、
園
韓
生
命
保
険
な
る
も
の
は
、
大
韓
‘
右
に
述
ぷ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
今
般
、
遁
信
省
が
計
蓋
し
た
も
の

は
知
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
の
具
樫
的
詳
細
の
こ
と
ば
、
未
だ
愛
表
せ
ら
れ
て
居
な
い
か
ら
確
買

に
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
最
近
の
新
聞
雑
誌
に
よ
り
で
報
道
せ
ら
れ
た
る
所
を
綜
合
し
て
見
る

と
次
の
却
〈
で
あ
る
。

ー
遁
信
省
案
の
固
睡
生
命
保
険
は
、
同
一
事
業
主
に
雇
傭
せ
ら
る
〉
一
定
数
以
上
の
色
の
を
身
瞳
診
査
を
な
さ
十

闇
也
生
命
保
険
白
官
轡
問
題

第
コ
一
+
パ
巻

六
九
五

第
三
披

六
霊



圏
髄
生
命
保
険
の
宥
倍
ι

問
題

第
三
十
八
巻

六
九
六

第
三
時
蜘

六
六

し
て
一
契
約
の
下
に
包
括
的
じ
探
検
す
る
定
期
生
命
保
険
で
あ
っ
て
、
前
じ
述
べ
に
る
如
〈
、
か
う
る
固
龍
生
命

保
険
は
、
既
に
日
本
圏
瞳
生
命
保
険
株
式
舎
世
に
於
て
も
管
業
の
認
可
を
得
て
近
〈
開
業
の
運
び
に
な
っ
て
居
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
逓
信
省
は
、
簡
易
生
命
保
険
の
如
〈
、
こ
れ
を
濁
占
と
せ
今
、
民
径
と
誼
行
的
に
行
ふ
の
で

一
定
の
保
件
に
依
hJ
夏
新
す
る
こ
と
を
認
め
、
保
険
金
額
は
、
被
保
険

あ
る
。
そ
の
保
険
期
聞
は
一
ヶ
年
と
し
、

者
一
人
に
つ
き
時
百
五
拾
国
以
上
査
千
武
百
回
以
下
で
あ
る
。

融
保
険
者
れ
る
も
の
い
、
同
一
事
業
主
に
離
備
サ
ら
あ
h
J
も
の
で
、
保
険
契
約

ω常
時
勤
顧
期
間
ム
ハ
ヶ
月
刊
削
上

に
及
び
、
年
齢
十
二
歳
以
上
六
十
歳
以
下
た
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
雇
傭
閥
係
な
き
も
特
定
の
圏
憧
に

属
す
る
も
の
は
被
保
険
者
た
る
の
資
格
を
認
め
ら
れ
る
。
併
し
、
一
契
約
に
属
す
る
被
保
険
者
の
員
数
は
、
三
十

人
以
上
土
る
こ
と
を
要
し
、
且
つ
そ
れ
は
ま
十
九
右
の
被
保
険
者
た
る
資
格
を
有
す
る
聞
睦
員
の
八
割
以
上
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
1

J

保
険
契
約
者
は
、
被
保
険
者
を
使
用
す
る
事
業
主
た
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
、
被
保
険

者
が
官
公
一
暑
の
従
業
員
、
軍
人
軍
属
等
な
る
と
き
は
、
営
該
官
会
著
、
軍
隊
の
長
、
若
〈
は
こ
れ
に
準
や
る
者
も

保
険
契
約
者
と
な
る
こ
と
が
出
来
、
ま
に
、
事
業
主
を
以
て
保
険
契
約
者
と
な
し
難
き
場
合
.
ま
た
は
消
防
組
そ
の

他
雇
傭
関
係
な
さ
特
定
の
圏
瞳
ζ

あ
り
て
は
、
そ
の
代
表
者
を
定
め
て
保
険
契
約
者
と
な
寸
こ
と
が
出
来
る
。

い
保
険
料
の
梯
込
方
法
は
、
月
掛
を
原
則
と
す
る
け
れ
ざ
も
、
一
年
分
以
下
の
前
納
を
認
め
、
郵
便
局
窓
口
梯
込

ま
に
は
振
替
貯
金
梯
込
に
よ
る
佐
原
則
と
し
、
集
金
入
梯
込
の
方
法
に
も
躍
中
る
。
い
づ
れ
に
す
る
も
、
保
険
契



描
懸
軍
理
署
権
準
:
i
i

約
者
は
、
そ
の
被
保
険
闇
睡
の
保
険
料
の
合
計
額
を
、
取
纏
め
て
、
梯
込
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
令
額
は
、
各
被
保
険

者
の
年
齢
及
び
保
険
金
額
に
到
し
、
保
険
料
率
表
を
通
用
し
て
算
出
し
た
る
保
険
料
の
合
計
額
を
以
て
、
営
該
囲

陸
の
保
険
料
綿
額
と
す
る
。

保
険
契
約
者
は
保
険
期
間
の
途
中
に
於
て
、
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
者
を
、
師
存
契
約
の
被
保
険
者
と
し

て
追
加
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
ha
、
ま
た
、
保
険
期
間
満
了
の
日
に
於
て
、
被
保
険
者
の
員
数
に
関
す
る
制
限

に
適
合
す
る
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
険
期
間
の
更
新
を
す
る
乙
と
も
出
来
る
。

被
保
険
者
が
加
入
後
に
生
じ
た
る
傷
害
ま
に
は
波
病
に
悶
り
、
二
肢
か
ι
犬
ふ
か
、
雨
眼
の
制
力
eT
失
ふ
h
y

、
ま

に
は
六
十
歳
以
前
に
於
て
、
合
一
(
峨
ザ
務
に
従
事
し
特
な
い
拭
鵡
が
六
九
ソ
月
間
継
鏑
酬
し
口
比
つ
時
京
市
腕
組
の
見
込
な
告

に
至
る
か
、
こ
の
三
つ
の
場
合
の
い
づ
れ
か
に
営
る
と
き
は
、
療
疾
に
陥
っ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
者
に
費
す
る

舟
来
の
保
険
料
を
徴
牧
し
な
い
で
、
保
険
の
数
カ
を
療
疾
費
生
後
三
ヶ
年
間
認
め
る
。

ま
に
、

一
年
以
上
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
色
の
が
、
退
職
、
輔
職
等
に
よ
り
、
そ
の
資
格
を
・
喪
失
し
た
と
き
、

ま
た
は
療
茨
僚
項
適
用
後
三
年
を
越
ゆ
る
に
至
り
た
る
と
き
は
、
営
人
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
も
の
に
封
す
る
保

険
金
額
の
範
圏
内
に
於
て
、

一
年
定
期
の
保
険
の
樺
績
被
保
険
者
た
る
を
認
め
、
且
つ
更
に
そ
の
更
新
機
績
を
も

認
め
る
の
で
あ
る
。

.晶.，、

以
上
炉
、
遁
信
省
案
の
園
間
生
命
保
険
の
概
要
で
あ
る
。

闇
斑
生
命
保
険
の
官
替
問
題

第
三
十
八
巻

六
九
七

第

披

ノ、

七



関
健
生
命
保
険
白
官
瞥
問
題

第
一
一
一
十
八
巻

六
九
八

第
三
務

犬

" 

こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
こ
の
園
陸
生
命
保
険
の
保
険
料
は
、
何
人
が
こ
れ
含
負
携
す
る
か
を
明
か
に
し
て
居

な
い
。
癒
疾
傍
項
の
存
在
や
縫
績
被
保
険
者
た
る
こ
と
の
承
認
の
存
す
る
こ
と
は
、
必
A
V
し
も
、
被
保
険
者
自
ら

が
保
険
料
負
躍
者
た
る
こ
と
の
推
定
論
蟻
と
な
る
・
も
の
で
は
な
い
。
ぞ
れ
か
と
言
っ
て
、
保
険
契
約
者
た
る
事
業
主

が
営
然
に
負
携
す
る
と
も
推
定
す
べ
き
根
援
も
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
案
に
於
て
は
、
保
険
料
は
、
事
業
主
と
被

保
険
者
と
の
問
「
い
趨
一
瓦
に
そ
の
負
階
台
決
定
す
る
に
委
せ
に
も
の
と
見
る
こ
と
が
州
来
る
。
岡
家
は
、
伺
等
の
分
、

搬
を
な
す
こ
と
に
な
っ
て
居
な
レ
。
こ
れ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
於
て
:
子
冊
市
R
B
E
E
S
毛
主

n
r
u
g
r印

吉
区
吾

m
B匂
T
)可町『。『

σ『
己

5
2
4
-品
目
円
伊
豆
町
同
国
立
。
可
m
m
]
o
z
q
w
:
と
規
定
し
て
居
る
に
較
べ
忍
な
ら
ば
、

逓
信
省
案
に
は
一
枇
舎
政
策
的
の
意
味
と
し
て
は
、
た
い
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。

ま
た
、
逓
信
省
案
に
よ
れ
ば
、
前
適
の
如
〈
、
被
保
険
者
は
、
同
一
事
業
主
に
雇
傭
せ
ら
る
h
-
も
の
た
る
こ
左

を
原
則
と
す
る
け
れ
ど
也
、
必
中
し
も
雇
傭
閥
係
の
存
在
を
要
件
と
せ
争
、
雇
傭
聞
係
な
き
特
定
の
囲
瞳
を
も
被

保
険
闇
瞳
と
し
て
認
め
、
且
つ
一
年
以
上
被
保
険
者
に
る
者
は
、
被
保
険
闇
瞳
ぞ
脱
退
し
た
後
色
、
そ
の
請
求
に

よ
り
、
無
傍
件
無
期
限
に
織
績
被
保
険
者
た
4
0

こ
と
営
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
閥
係
に
よ
り
J
」
の
逓
信
省
案
に

よ
る
閤
樫
保
険
な
る
も
の
は
、
健
康
な
働
き
盛
り
の
叫
労
働
者
や
勤
め
人
の
み
か
ら
構
成
せ
ら
る
〉
聞
鯉
を
以
て
、

被
保
険
閏
髄
と
し
て
限
定
す
る
圃
憧
保
険
の
場
合
に
比
べ
て
、
営
然
そ
の
基
本
と
な
る
生
命
表
は
、
危
険
率
の
高

い
も
の
お
-
採
用
す
る
こ
と
冶
な
る
。
従
っ
て
、
そ
の
保
険
料
率
は
、
高
か
ら
r
d

る

ee得
な
い
結
果
と
な
る
。

現
日
、
逓
信
省
案
と
日
本
国
龍
生
命
保
険
株
式
舎
一
吐
案
と
を
比
較
す
る
に
、
そ
の
保
険
金
萱
千
固
に
習
す
る
保



4VJ
冶

険
料
は
次
の
如

t
、
逓
信
省
案
は
高
く
な
っ
て
居
る
。
保
険
料
が
高
い
と
い
ふ
こ
と
も
、
一
吐
舎
政
策
的
宅
芯
い
色

の
・
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

契

約

年

齢

遮

健

省円八、一一一七

一
一
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八
O
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五
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流
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九
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三
四
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ム
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九

四
二
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七
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舎

社七
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丸
O

九
、
問
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七
、
七
C

七.一
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八、

0
0

九
、
A
O

一
二
、
六
O

一
穴
、
三
O

二
一
、
七
O
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O
、
0
0
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額

六五五四 四三 三ニ 二一

0 五 oj;: 0 五 O 五 oA 

実

W
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0
、
四
七

二
、
四
O

三
、
穴
九

-、，、
-
1
U

F

一
'
'
4
J

一
、
五
一

一、七
O

一一-一一，
t

閥、

O
四

穴
、
九
九

一
一
一
、
七
六

尤
も
、
逓
信
省
案
に
於
て
も
、
十
五
歳
以
下
に
於
て
は
、
舎
枇
案
よ
り
も
保
険
料
は
安
い
。
併
し
、
前
遮
の
表

は
、
全
部
で
は
な
く
、
ぞ
の
中
よ
り
の
抜
率
で
あ
る
が
、
今
、
そ
の
金
表
に
よ
っ
て
計
算
す
る
に
、
十
六
歳
に
加

入
す
石
と
し
て
、
六
十
歳
ま
で
引
績
き
保
険
料
を
支
排
ふ
と
す
れ
ば
、
逓
信
省
案
の
闇
瞳
保
険
に
加
入
す
れ
ば
、

結
局
、
合
計
に
於
て
畳
千
固
の
保
険
に
調
し
、
命
目
枇
案
よ
り
も
百
五
拾
六
回
委
拾
参
銭
多
く
保
険
料
を
支
排
ふ
こ

-
と
う
な
る
。
こ
れ
を
以
て
見
る
も
、
一
肱
曾
政
策
的
の
考
慮
に
快
〈
る
所
め
る
は
明
か
で
あ
ら
う
。

次
に
、
遮
信
省
案
は
、
正
確
な
る
意
味
に
於
げ
る
囲
韓
保
険
仁
る
の
限
界
を
超
え
、
個
別
保
険
に
韓
化
す
る
傾

闘
訓
郁
生
命
保
由
開
ん
判
官
抑
何
回
贋

叫

m
べ一
h
寸

A
雌
曹

!鋪

制E

，"， 

九

司、
i

，a
M

r
1
1
 



周
健
生
命
保
険
の
官
接
間
短

第
三
十
八
巻

七
0
0

第

放

七
O 

向
を
も
っ
て
居
る
。
こ
れ
も
、
そ
の
保
険
料
を
安
く
す
る
所
の
、
危
険
の
比
較
的
低
い
生
命
表
を
採
用
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
原
因
で
あ
る
。
そ
の
限
界
を
越
ゆ
る
と
い
ふ
は
、
前
遁
の
雇
傭
関
係
を
以
て
結
ぼ
れ
た
る
岡
龍

に
限
r

ら
争
、
謂
は
ゆ
る
「
特
定
の
闇
睦
」
を
以
て
、
被
保
険
周
韓
と
認
め
た
る
賠
と
、

ζ

れ
も
前
遁
の
、
被
保
険
圏

瞳
の
脱
退
後
に
於
い
て
も
、
能
績
被
保
険
者
と
し
て
無
保
件
無
期
限
の
艦
槙
更
新
を
認
め
た
る
貼
に
め
る
。

謂
は
ゆ
る
「
特
定
の
閤
瞳
」
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
か
不
明
な
、
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
か
、
そ

の
閣
憶
が
」
勅
A

ザ
岬
位
以
.
T
列
傘
す
る
の
い
ピ
も
な
か
ら
う
か
ら
、
特
定
と
レ
ふ
こ
と
じ
格
別
の
意
味
が
あ
る
諜
で
色
な

〈
、
た
ま
具
睦
的
に
存
在
す
る
囲
睦
と
い
ふ
位
の
こ
'
と
で
あ
ら
う
。
然
る
と
き
は
、
準
枝
の
同
意
曾
や
同
級
曾
で

も
、
こ
の
被
保
険
圃
瞳
た
ち
持
べ
〈
、
町
内
組
合
で
も
、
青
年
圏
で
色
被
保
険
閤
鰹
た
り
得
る
こ
と
う
な
忍
。

か
く
の
加
古
由
民
汎
な
る
意
味
に
於
て
、
被
保
険
囲
簡
を
認
な
る
な
ら
ば
、
今
日
の
一
世
曾
に
於
て
、
式
抵
の
人
は

何
ら
か
の
聞
植
に
所
属
し
て
居
な
い
色
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。
従
つ
で
、
大
抵
の
人
は
こ
の
固
韓
保
険
の
被
保
険

者
た
る
資
格
を
も
っ
こ
之
一
h

な
る
。
勿
論
、
遅
鷲
省
案
に
於
て
は
、
一
喫
約
に
属
す
る
被
保
険
者
の
員
数
は
、
三

十
人
以
土
に
し
て
且
つ
圏
韓
員
の
入
割
以
上
な
る
こ
と
金
要
す
と
し
て
居
る
。
ゆ
ゑ
に
、
如
何
な
る
入
で
も
、
何

等
か
の
圃
瞳
に
属
す
る
と
い
ム
こ
と
だ
け
で
、
こ
の
保
険
の
被
保
険
者
ー
と
な
り
得
る
課
で
は
な
く
、
そ
の
所
属
の

園
瞳
が
三
十
人
以
上
よ
り
成
る
色
の
で
、
且
つ
閣
員
の
八
割
以
上
が
被
保
険
者
止
な
る
こ

kep-賛
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
め
る
。

併
し
、

一
つ
の
大
き
な
閏
韓
の
中
で
、
三
十
人
位
の
岡
龍
は
、
ま
十
九
何
等
か
の
名
頼
の
下
に
よ

t
存
在
す
忽
も



の
で
ゐ
り
、
或
は
成
立
せ
し
か
石
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
「
代
表
者
」
'
と
な
る
べ
き
世
話
役
が
話
を
組
め
る
な
も
ば

八
割
以
上
の
賛
成
を
得
る
こ
左
-B
不
可
能
で
は
あ
石
ま
い
。
か
〈
で
、
一
つ
の
被
保
険
圏
韓
が
成
立
し
得
る
二
万

来
、
周
膿
生
命
保
険
な
る
も
の
に
於
て
は
、
そ
の
被
保
険
圏
瞳
た
る
も
の
は
、
保
険
料
を
排
出
し
得
べ
-
き
所
得
源

を
同
う
し
て
成
立
し
て
居
る
園
間
、
す
な
は
ち
同
一
事
業
主
の
下
に
於
て
、
現
に
そ
の
勢
働
に
十
分
耐
え
る
所
の

健
康
な
精
神
と
肉
鯉
と
を
以
で
働
き
つ
う
あ
る
に
よ
り
・
業
務
上
の
閥
係
に
よ
り
て
結
ぼ
れ
た
る
、
自
然
に
成
立

し
て
居
る
囲
韓
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
遁
ベ
た
通
り
で
あ
る
。
か
¥
J

る
圏
躍
の
構
成
員
七
る
勢
働
者

や
勤
務
者
ド
封
一
し
、
そ
の
鰹
静
生
活
の
保
全
の
た
め
に
、
彼
等
の
如
き
健
康
な
比
較
的
妊
年
者
で
あ
る
も
の
〉
み

の
ヲ
従
っ
て
危
険
率
の
割
合
低
い
所
の
、
生
命
表
を
基
礎
と
し
て
算
出
3
れ
た
、
安
い
純
保
険
料
と
、
多
数
者
を

…
…
醐
め
の
取
扱
ひ
と
す
る
に
と
ド
よ
旬
、
平
毅
と
縦
費
の
劃
純
一
よ
ち
住
ま
ぶ
ち
茨
レ
附
加
保
険
料
と
を
刊
u
t
b
要

す
る
に
一
般
保
険
よ
ち
も
安
い
保
険
料
を
以
て
、
生
命
保
険
を
容
易
に
利
用
せ
し
む
る
こ
と
が
こ
の
保
険
の
存
在

理
由
で
あ
る
。
従
っ
て
、
雇
傭
開
係
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
居
る
と
い
ふ
こ
の
限
界
を
離
れ
て
は
、
囲
韓
保
険
た
る

の
意
味
が
薄
弱
と
な
る
。
然
る
に
、
週
信
省
案
と
し
て
、
世
上
に
備
は
る
も
の
は
、
こ
の
限
界
的
存
在
が
頗
る
暖

昧
で
あ
る
。
ぞ
の
保
険
料
の
高
率
な
る
に
よ
っ
て
見
で
も
、
こ
の
限
界
ぞ
厳
守
せ
r
d

る
こ
と
が
表
は
れ
て
居
名
。

一
年
以
上
の
被
保
険
者
は
、
被
保
険
固
憧
を
脱
退
し
て
後
色
、
個
人
た
る
艦
績
被
保
険
者
と
し
で
認
め

ら
れ
.
そ
れ
が
ま
た
真
新
に
よ
っ
て
艦
績
す
る
こ
と
の
許
き
る
〉
こ
と
も
、
圃
鯉
保
険
た
る
の
意
義
を
稀
薄
な
ら

一見に、

し
か
る
と
共
に
、
保
険
料
負
婚
を
高
か
ら
し
な
る
も
の
で
あ
る
。
脆
退
者
は
、
概
し
で
病
弱
者
か
老
年
者
で
あ
っ

同
値
生
命
保
験
白
官
替
問
題

第
三
ず
十
八
巻

士
O 

第

盟主

七



園
髄
生
命
保
険

E
I瞥
問
題
J

第
三
十
八
巻

七
O 

第

ま虎

了七

て
、
危
険
率
の
高
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

4

f

r

k

 

セ

趣
信
一
省
案
の
固
樫
生
命
保
険
が
.
世
上
に
停
へ
ら
る
〉
が
如
き
内
容
の
も
の
と
せ
ば
、
本
来
融
合
政
策
的
な
る

べ
き
と
の
保
険
に
、
右
に
述
ぷ
る
が
如
き
根
本
的
融
黙
が
め
る
o

そ
の
上
こ
の
保
険
じ
封
し
て
は
、
ぞ
の
案
い
か
濫

上
に
偽
は
石
や
、
官
替
に
よ
る
民
替
の
腫
迫
と
し
て
、
民
間
保
険
曾
祉
の
側
よ
h
盛
に
反
潤
せ
ら
れ
つ
に
〉
め
る
。

よ
っ
て
、
こ
〉
に
、
そ
の
こ
と
に
ち
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
生
命
保
険
事
業
に
於
り
る
、
官
替
の
民
轡
属
品
と
い
ふ
こ
と
は
、
他
の
事
業
に
於
け
る
ぞ
れ
と
は
異
る
所
の
或

る
特
殊
性
を
も
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
一
は
恐
ら
く
世
間
で
は
よ
く
諒
解
せ
ら
れ
て
居
な
い
事
柄
で
あ
ら
う
と

思
ふ
か
ら
、
そ
の
姑
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
元
来
.
政
府
が
民
間
事
業

t
同
種
の
事
業
を
初
む
る
と
き
に

は
、
民
業
の
塵
抽
出
と
い
ふ
反
劃
運
動
が
起
る
の
が
常
例
で
あ
る
。
か
h

る
際
に
一
般
の
国
民
は
、
も
と
よ
り
冷
静

じ
ま
た
る
卒
に
、
こ
れ
に
封
し
て
批
判
を
下
3
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
そ
の
官
管
計
釜
に
は
民
業
を
腫
迫
す

る
の
闘
係
が
存
在
し
て
居
る
か
?

第
二
は
、
民
業
が
果
し
て
腰
迫
せ
ら
る
〉
と
し
て
も
、
園
民
全
般
に
劃
し
て

こ
の
二
つ
の
貼
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

政
府
が
、
民
間
と
同
一
事
業
を
管
砂
場
合
に
あ
っ
て
る
、
た
と
へ
ば
、
物
品
の
製
造
供
給
と
い
ふ
や
う
な
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
官
製
品
が
、
民
製
品
よ
り
も
、
値
段
が
安
い
と
か
、
品
質
が
よ
い
と
か
、
何
等
か
の
優
れ

た
鈷
が
な
い
な
ら
ば
、
民
業
を
樫
暗
唱
す
る
こ
と
〉
は
な
ら
な
い
。
色
し
、
政
府
が
、
品
質
も
劣
り
代
債
も
高
い
同

の
利
害
如
何
?
、



種
品
台
、
営
該
事
業
を
猫
占
し
て
製
造
供
給
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
脅
し
で
議
論
批
判
す
べ

き
問
題
は
)
慨
に
、
民
業
へ
の
膝
迫
と
い
ふ
こ
と
以
外
に
移
っ
て
居
る
。
併
し
、
官
製
品
が
民
製
品
よ
り
も
、
優

れ
て
居
る
か
安
い
か
ど
ち
ら
か
の
に
め
に
、
民
業
を
塵
遣
す
る
結
果
を
来
す
場
合
じ
は
、
そ
れ
は
)
軍
民
営
業
者

の
替
業
利
益
を
害
す
る
に
止
ま
り
、
消
費
者
た
る
一
般
国
民
は
、
む
し
ろ
そ
の
生
活
利
盆
炉
増
進
せ
ら
る
h
帯

で

あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
か
う
る
場
合
に
は
、
官
替
の
民
業
歴
迫
と
い
ふ
こ
と
は
、
車
に
、
営
業
者
の
立
場
か
ら
の
意
味

が
あ
，
る
に
止
hJ
、
圃
民
的
な
意
味
は
甚
だ
稀
薄
で
あ
る
。

供
品
目
ド
、
生
命
保
険
の
場
合
に
は
、
こ
の
物
ロ
仰
の
製
造
供
給
な

E
の
場
合
と
金
4
事
情
営
異
に
す
る
も
の
が
め

る
。
生
命
保
険
の
加
入
者
と
い
ふ
品
の
は
、
物
口
仰
の
消
費
者
の
如
〈
、

一
つ
一
つ
、
そ
の
と
き
、
そ
の
場
限
ち
に
供

給
せ
ら
れ
る
も
の
を
利
用
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
既
往
か
ら
時
来
へ
の
樫
掛
的
保
障
と
い
ふ
織
績
的
関
係
を
亭

受
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
生
命
保
険
に
あ
っ
て
は
、
加
入
の
最
初
か
ら
、
ム
寸
，
日
ま
で
永
い
問
、
保
険

料
を
掛
け
金
し
て
、
ま
に
こ
れ
か
ら
後
も
、
こ
と
に
よ
れ
ば
相
嘗
永
〈
掛
金
を
績
け
て
行
く
も
の
で
、
そ
し
て
、

ぞ
れ
じ
劃
す
る
保
険
金
な
る
も
の
は
、
勝
来
い
つ
か
の
と
き
に
受
取
る
と
い
ふ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
言
は
立
、

加
入
者
は
、
久
し
き
に
一
旦
る
勤
倹
力
行
の
結
晶
を
一
、
保
険
曾
世
の
揺
ぎ
な
き
財
的
基
礎
に
信
頼
を
置
い
て
委
託
し

つ
〉
購
京
市
に
於
け
る
一
経
梼
上
の
安
穏
を
計
っ
て
居
る
-
も
の
で
あ
る
。

ゆ
ゑ
に
、
生
命
保
険
の
加
入
者
は
、
製
品
の
消
費
者
が
、
随
時
供
給
せ
ら
れ
る
製
品
を
消
費
享
受
す
る
の
と
は
・

違
っ
て
、
こ
の
永
年
に
一
旦
る
保
障
の
閥
係
炉
、
完
全
に
保
険
舎
枇
に
よ
っ
て
確
保
せ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
の
時
に
保

圃
鷺
生
命
保
険
白
官
替
問
題

第
三
十
八
血
管

七

O
一一一

第

盟主

七



闘
醐
間
生
命
保
険
の
官
待
問
題

第
三
十
八
巻

七

O
凶

第
三
披

七
四

険
金
一
が
完
全
に
支
捕
は
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
生
活
利
盆
を
全
う
し
得
る
の
で
あ
る
。
加
入
者
の
刺

害
は
全
然
、
保
険
曾
白
祉
の
財
的
基
礎
の
堅
固
な
る
か
否
か
に
懸
っ
て
居
る
の
で
め
っ
て
、
ぞ
れ
が
薄
弱
止
な
る
な
ら

ば
、
加
入
者
は
そ
れ
だ
け
不
安
の
地
位
に
置
か
れ
お
ご
と
う
な
り
、
ぞ
れ
が
崩
壊
す
る
な
ら
ば
、
加
入
者
の
保
険

に
よ
る
崎
市
来
の
艦
碑
的
保
障
も
亦
奪
は
れ
て
仕
舞
ふ
需
で
あ
る
。
製
造
曾
批
の
財
的
基
礎
が
動
揺
し
て
も
、
消
費

者
た
る
一
般
国
民
は
、
甲
の
曾
一
献
の
製
口
聞
を
使
用
消
聾
す
る
代
り
に
、
乙
の
舎
枇
の
そ
れ
を
使
用
消
費
す
れ
ば
よ

い
課
T

、
了
問
、
ぞ
の
生
活
利
盆
が
侵
害
せ
ら
れ
る
こ
と
し
〉
ば
な
ら
は
い
け
れ
ど
も
、
生
命
保
険
合
同
枇
の
財
的
指

礎
の
動
揺
は
、
加
入
者
た
る
一
般
国
民
の
生
活
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
う
な
る
。

か
〈
の
如
き
-
次
第
で
あ
る
か
ら
、
我
が
固
に
於
て
色
、
生
命
保
険
事
業
は
、
特
に
保
険
業
法
と
い
ふ
法
律
の
定

b
る
所
の
方
法
に
従
っ
て
経
替
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
保
険
料
の
算
定
か
ら
、
責
任
準
備
金
の
計
算

方
法
を
初
め
、
財
産
の
運
用
、
事
業
利
盆
の
底
分
に
至
る
・
ま
で
、
総
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
従
ひ
、
且
勺
商
工
省

保
険
部
の
巌
正
な
る
監
督
に
服
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

岡
家
が
、
か
く
の
如
く
に
特
別
の
取
締
法
規
を
制
定
し
、
か
〈
の
如
〈
に
特
別
の
監
督
機
闘
を
設
け
て
居
る
所
以

の
も
の
は
、
軍
に
民
間
企
業
た
る
保
険
合
祉
を
保
護
す
る
意
味
で
は
な
く
、
-
宝
一
〈
、
保
険
舎
祉
の
財
的
基
礎
を
堅

固
に
保
に
し
な
る
こ
と
が
、
加
入
者
た
る
多
数
国
民
の
生
活
利
益
を
保
護
増
進
す
る
こ
と
う
な
る
か
ら
で
あ
る
。

岡
家
保
護
の
目
的
・
と
す
る
所
は
、
保
険
加
入
者
た
る
一
般
国
民
で
あ
る
o

r

ー、

.

4

1

、，

、
保
険
加
入
者
の
保
険
曾
一
祉
に
於
げ
る
閥
係
は
、
右
に
遁
ぷ
る
が
如
〈
‘
消
費
者
の
製
造
舎
一
枇
に
於
け
る
閥
係
主



は
金
〈
異
っ
て
居
る
の
で
め
る
か
ら
、
官
替
の
民
業
鹿
追
と
い
っ
て
も
、
生
命
保
険
事
業
の
場
合
に
は
、
製
造
工

業
な
ど
の
場
合
左
、
問
題
の
意
味
が
会
〈
異
な
っ
て
居
る
。
す
な
は
ち
、
生
命
保
険
の
場
合
に
は
、
ぞ
の
匪
遁
以

被
保
険
者
た
る
一
般
国
民
の
生
活
の
安
危
に
閥
す
石
こ
と
う
な
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
も
し
果
し
て
、
今
回
の

遁
信
省
案
の
圏
瞳
保
険
が
、
民
替
保
険
を
睦
迫
す
る
結
果
を
来
す
と
す
れ
ば
、
政
府
は
、
一
方
に
於
で
は
、
前
通
の

如
き
法
規
と
官
膳
と
を
設
け
で
、
民
間
保
険
舎
枇
の
財
的
基
礎
の
健
買
を
保
護
監
督
し
て
居
る
ド
拘
は
ら
や
、
他

方
に
於
て
は
、
政
府
自
ら
が
、
こ
れ
を
脆
弱
崩
壊
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
果
し
で

遁
信
省
案
な
る
も
の
は
、
民
間
保
険
舎
一
粧
を
匪
泊
す
る
こ
と
う
な
る
か
?

A 

J

今
回
の
趣
信
省
裁
の
閏
間
生
命
併
除
の
ふ
-
貌
以
、
「
』
搬
群
酬
い
し
判
明
し
て
加
な
い
ー
の
〕
や
め
沿
り
れ
rt
も
ハ
淵
聞

雑
誌
な

E
か
ら
綜
合
じ
た
所
に
よ
る
と
、
そ
の
概
要
は
、
前
に
遇
べ
た
る
が
如

t
で
あ
る
。
ぞ
れ
に
主
る
'
と
、
既

ー
に
認
可
を
受
け
て
近
(
開
業
す
る
所
の
日
本
国
瞳
生
命
保
険
株
式
舎
枇
と
勢
立
す
る
こ
と
う
な
る
は
明
か
で
あ
る
。

こ
の
舎
一
祉
に
劃
し
で
は
、
商
工
省
の
側
に
於
て
、
こ

ω事
業
の
性
質
上
川
開
業
の
営
初
か
ら
一
、
競
守
山
川
態
の
下
h
L

管
業
し
て
は
こ
の
新
ら
た
な
る
保
険
事
業
の
健
賓
な
る
後
蓬
を
期
し
難
い
と
い
ふ
考
慮
の
下
に
‘
嘗
分
、
凡
そ
三

ヶ
年
程
は
、
他
の
民
間
曾
祉
に
こ
の
種
の
保
険
を
認
可
し
な
い
こ
と
に
し
て
、
謂
は
-YJ

猫
占
的
認
可
を
奥
へ
七
の

で
あ
る
。
遁
信
省
案
ば
、
商
工
省
の
こ
の
趣
旨
彰
浸
却
す
る
需
で
め
っ
て
、
そ
の
財
的
信
用
に
於
て
民
間
曾
祉
に

謹
に
勝
る
所
の
有
力
競
争
者
ど
な
っ
て
現
は
れ
ん
と
す
る
切
で
あ
る
。

園
鶴
生
命
保
験
官
官
替
骨
題

第
三
十
六
巻

t
o五

第

車主

二日
五



厨
健
生
命
保
険
mu
官
笹
問
題

第
三
十

A
巻

第
三
猿

七

O
六

七，、

次
じ
、
逓
信
省
案
の
囲
健
生
命
保
険
は
、
そ
の
保
険
金
額
誌
百
五
拾
回
以
上
萱
千
武
百
国
以
下
で
め
る
。
そ
し

て
、
従
来
の
簡
易
生
命
保
険
と
重
複
仁
契
約
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
最
高
額
は
、
現
賓
の
場
合
仁

於
て
、
萱
千
六
百
五
拾
固
と
な
り
得
る
。

一
千
六
百
五
拾
固
に
し
ろ
、
萱
子
武
百
固
に
し
ろ
・
か
く
の
如
き
、
高

舗
の
保
険
契
約
な
簡
易
生
命
保
険
の
改
正
と
し
て
官
管
に
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
簡
易
生
命
保
険
質
施
常
初
、
泣

ぴ
じ
そ
の
後
現
在
の
保
険
合
額
へ
引
上
の
際
に
於
て
表
明
し
に
る
、
金
額
上
に
於
け
る
官
畿
t
f
t

民
皆
止
の
品
川
野
に

関
す
る
政
府
の
数
次
の
韓
明
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
と
の
非
難
を
免
れ
る
こ
と
を
得
な
い
で
め
ら
う
。

併
し
.
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
固
植
生
命
保
険
の
み
の
金
額
、
査
千
武
百
固
と
い
ふ
も
の
は
、
我
が

圃
の
生
命
保
険
の
現
在
に
於
て
、
民
替
保
険
の
最
大
部
分
の
件
数
を
包
被
す
る
も
の
で
あ
あ
。
す
な
は
ち
)
我
が

園
三
十
四
生
命
保
険
曾
枇
及
び
四
つ
の
徴
兵
保
険
舎
一
祉
の
昭
和
八
年
十
月
末
現
在
契
約
は
次
の
如
〈
で
あ
っ
て
、

そ
の
卒
均
金
額
か
ら
見
れ
ば
、
萱
千
武
百
固
と
い
ふ
官
管
金
額
は
、
民
管
保
険
に
劃
し
て
大
き
な
脅
威
で
あ
る
こ

と
が
明
か
で
あ
る
。

現
在
契
約
五
億
関
以
上
五
舎
枇

同
二
億
困
乃
至
克
億
固
五
曾
祉

そ
の
他
二
十
四
曾
祉

ιE
・

4

一言

-P

徴

兵

保

険

四

含

祉

J

合

一

計

件

数

ニ、九八八、亘五九

九一言、八ニ同

一、丸一口、凡回口

E

、会=一、
8亘

一、豆七口、
A
Z

九

宅、=宝、八畠

金
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更
に
昭
和
七
年
末
の
統
計
に
よ
り
、

各
保
険
金
額
の
件
数
に
費
す
る
割
合
を
調
査
す
れ
ば
衣
の
如
〈
で
あ
っ
て

畳
千
回
以
下
の
金
契
約
件
数
に
劃
す
る
割
合
は
、

拾
査
錨
で
あ
る
。

一
口
包
囲
以
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亡
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一
件
卒
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萱
千
五
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す
な
は
す
、

民
管
保
険
の
最
大
部
分
の
契
約
は
萱
千
回
以
下
で
あ
る
。

全
国
生
命
保
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閉
館
生
命
保
険
の
官
瞥
問
題

第一日一
-
T
A
巻

七
円
引
入

第
三
一
統

官
ノ1.

昭
和
入
年
十
月
木
に
於
げ
る
我
が
三
十
四
祉
の
生
命
保
険
契
約
件
数
約
六
百
高
件
の
う
ち
、
凡
そ
其
の
七

oum

は
千
園
以
下
の
契
約
で
あ
り
、
ま
た
昭
和
六
年
に
於
げ
る
民
鵬
首
新
契
約
締
数
七
十
三
高
件
の
う
ち
萱
千
回
以
下
の

色
の
は
四
十
九
高
件
す
な
は
ち
六
十
八
外
で
あ
る
。
査
千
国
以
下
の
契
約
な
る
も
の
は
我
が
岡
仁
於
て
は
、
民
傍

保
険
の
最
大
部
分
営
占
め
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
ま
亡
、
昭
和
八
年
十
月
末
に
於
り
る
民
聞
の
五
億
嗣
目
上
の
契

約
高
を
有
す
る
五
献
の
一
件
苧
均
金
額
は
、
畳
千
七
百
七
拾
七
回
ぜ
あ
り
、
武
億
間
以
上
五
億
聞
未
満
の
五
枇
の

ぞ
れ
は
、
畳
千
四
百
盗
拍
堂
岡
で
あ
り
、
確
り
の
，

A

十
四
枇
の
，
t
れ
は
‘
点
以
千
点
描
蛤
六
闘
で
め
る
。
こ
れ
じ
よ
恥

ぱ
、
比
較
的
保
有
契
約
高
の
少
い
舎
一
肱
、
す
な
は
ち
小
舎
一
世
の
方
が
、
査
千
園
以
下
の
契
約
の
金
契
約
件
数
に
封

す
る
割
合
が
多
い
こ
と
が
分
る
。

か
く
の
如
〈
、
畳
千
回
以
下
の
契
約
な
る
も
の
は
、
鳴
が
民
間
生
命
保
険
曾
祉
の
保
有
契
約
高
か
ら
見
て
も
、

新
規
契
約
か
ら
見
て
も
、
そ
の
最
大
部
分
を
占
む
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
そ
の
全
保
険
事
業
の
主
要
部
分
を
占
な
る

も
の
で
あ
る
。
然
る
に
A
1
.
官
替
の
圏
韓
生
命
保
険
が
、
査
千
武
百
回
以
下
の
契
約
を
獲
得
せ
ん
と
し
て
現
は
る

〉
こ
と
h

な
り
、
民
替
に
封
し
て
競
争
闘
係
に
立
つ
こ
と
〉
も
な
れ
ば
.
民
餐
保
険
曾
祉
に
劃
し
て
甚
だ
し
き
麗

過
と
な
る
の
み
な
ら
や
、
こ
れ
ら
の
舎
祉
の
財
的
基
礎
口
信
頼
し
て
鼎
来
の
鰹
梼
生
活
の
安
田
を
期
待
し
つ
う
あ

る
全
国
大
百
高
件
の
被
保
険
者
に
と
っ
て
買
に
由
々
し
き
問
題
で
め
る
。

勿
論
、
囲
龍
生
命
保
険
は
、
前
に
越
べ
た
る
が
如
〈
、
ひ
と
し
く
生
命
保
険
と
言
つ
で
も
、
普
通
生
命
保
険
と

は
異
る
特
色
を
色
つ
色
の
で
め
る
。
併
し
な
が
ら
生
命
保
険
た
る
貼
に
於
て
は
、
二
者
異
名
所
な
き
も
の
で
あ
る
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Z
Sず
亀
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か
ら
、
官
替
の
圏
睡
生
命
保
険
が
、
形
式
に
於
て
は
、
民
替
の
普
通
生
命
保
険
と
異
っ
て
居
っ
て
も
、
貫
質
に
於

て
等
し
き
部
面
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
が
官
管
と
い
ふ
財
的
信
用
の
絶
劃
性
の
ゆ
ゑ
に
、
民
替
へ
の
腫
遁
土
な
る
は

見
れ
難
い
。
殊
に
、
保
険
に
於
て
は
、
特
に
鼎
来
の
給
付
に
謝
す
る
信
頼
で
あ
る
か
ら
、
政
府
の
信
用
は
誠
に
絶

大
で
あ
っ
て
、
官
替
は
民
替
に
劃
し
て
組
罰
的
に
優
位
に
あ
あ
。

カ.

逓
信
省
案
の
囲
鰹
生
命
保
険
は
u

一
ー
年
定
期
で
め
る
か
ら
、
普
通
生
命
の
長
期
契
約
と
は
、
形
式
上
醤
ピ
異
う

宅
居
る
や
う
マ
あ
る
け
れ
ど
も
‘
毎
年
の
更
新
継
績
を
詐
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
貫
質
上
の
相
逮
と
は
な
ら

な
い
。
土
に
、
一
契
約
に
扇
T
る
被
保
険
者
の
民
放
は
一
ニ
十
人
以
上
に
る
こ
と
ぞ
一
換
し
、
附
一
事
業
主
い
躍
傭
サ

ら
る
〉
も
の
た
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
車
に
表
面
の
原
則
的
取
扱
ひ
に
る
に
止
ま
り
、
貫
質
に
於
て

は
、
前
に
詳
越
し
た
や
う
に
、
そ
の
圃
瞳
保
険
た
る
限
界
が
甚

r腰
昧
な
の
で
あ
る
か
ら
、
一
ヶ
年
問
、
園
睡
保
険
と

し
て
存
績
し
に
以
上
は
、
個
別
保
険
と
な
る
の
結
果
を
認
容
す
る
の
で
め
る
。
こ
の
姑
に
於
て
も
、
民
聞
の
生
命

保
険
と
貫
質
に
於

τ具
ら
r
d

る
色
の
と
な
り
得
、
る
。
殊
に
、
保
除
料
は
、
雇
主
や
国
家
が
何
等
負
携
す
べ
き
立
前

と
な
っ
て
居
ら
な
い
の
で
め
る
か
ら
、
融
曾
政
策
的
な
特
異
性
も
な
く
、
そ
の
黙
に
於
て
も
民
替
保
険
と
異
る
所

な
き
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
保
険
が
賓
行
せ
ら
れ
る
暁
に
於
て
は
、
民
替
へ
の
鹿
遣
と
な
る
の
可
能
を
否

定
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
そ
の
腫
遣
は
、
如
何
に
し
て
起
る
か
?
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
閥
係
が
考
へ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
民
替
保

園
田
岨
生
命
保
険

m
官
轡
問
題

第
一
一
一
十
八
巻

七
O
九

第
=
一
務

七
九



周
糧
生
命
保
険
白
官
待
問
題

第
三
十
八
巻

七

O 

第

披

i¥ 
O 

除
に
於
け
る
既
存
契
約
の
解
約
で
あ
り
、
、
も
一
つ
は
、
舟
来
に
於
て
民
砦
保
険
仁
来
る
べ
き
契
約
炉
官
替
に
赴
く

こ
と
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
前
者
は
積
極
的
の
嵐
迫
で
あ
り
、
後
者
は
消
極
的
の
塵
泡
で
あ
る
。

前
に
趨
べ
れ
る
却
〈
、
逓
信
省
案
の
園
開
生
命
保
険
は
、
雇
傭
閥
係
に
あ
る
妊
年
健
康
な
勢
働
者
若
し
く
は
勤

務
者
の
集
聞
に
於
け
る
特
殊
生
命
表
を
基
礎
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
国
民
の
生
命
表
に
よ
っ
て
居
る
か
ら
も
闇

韓
国
悌
険
の
固
有
の
性
貨
よ
り
来
る
所
の
保
険
料
の
低
廉
と
い
ふ
特
色
を
存
せ
十
、
む
し
ろ
、
閣
時
保
険
の
保
険
料

と
し
℃
は
一
向
い
も
の
む
め
る
が
、
ぞ
れ
で
も

yi
こ
れ
も
前
一
ト
地
ベ
わ
い
や
う
仁
、

l

|
義
見
酌
に
は
、
普
通
の

一
般
の
生
命
保
険
の
料
傘
、
す
な
は
ち
養
老
生
命
保
険
式
の
保
険
料
率
よ
り
色
安
い
。
ま
に
、
自
然
保
険
料
で
あ

っ
て
平
均
保
険
料
で
な
い
か
ら
、
壮
年
の
加
入
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
保
険
料
は
表
見
的
に
は
安
い
。
例
へ
ば
三
十

五
歳
の
被
保
険
者
が
加
入
す
る
と
せ
ば
、
六
十
歳
満
期
養
老
保
険
の
保
険
金
一
千
圃
に
劃
す
る
保
険
料
は
凡
ぞ
二

十
六
固
で
あ
る
け
れ
ど
も
予
遁
信
省
案
に
よ
れ
ば
、
二
十
五
歳
の
も
の
は
十
回
三
十
銭
で
、
殆
ど
比
べ
も
の
に
な

ら
ぬ
位
に
安
い
。
こ
の
表
見
的
に
安
い
こ
と
が
、
官
管
保
険
じ
於
て
格
別
に
瑚
誘
な
ど
を
し
な
く
て
も
、
保
険
の

種
別
に
つ
い
て
十
分
の
諒
解
な
き
と
き
は
、
挺
年
の
被
保
険
者
を
し
て
一
一
般
の
民
替
保
険
を
解
約
せ
し
め
て
、
官

替
囲
糟
保
険
の
方
へ
移
轄
せ
し
り
る
自
然
的
誘
惑
と
な
る
の
可
能
が
あ
る
。
併
し
.
こ
の
安
い
こ
と
は
、
表
見
的

一
で
あ
っ
て
貫
質
的
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
圏
構
保
険
の
加
入
者
は
、
前
に
述
べ
た
る
如
ベ
、
そ
の
翌
年
よ
り

元
樫
究
第
昇
り
に
高
い
保
険
料
を
支
榔
ば
ね
ば
な
ら
?
、
六
十
歳
に
歪
つ
て
は
、
二
十
五
歳
か
ち
引
績
き
み
つ
で

居
つ
で
も
、
遁
信
省
案
の
保
険
料
で
は
、
四
十
二
回
七
十
六
壊
を
支
捕
は
ね
ば
な
ら
守
、
雨
宮
戸
、
ー
そ
の
V
と
き
ロ
ー



捕
込
を
や
め
る
な
ら
ば
何
等
の
解
約
金
色
、
保
険
金
色
貰
ひ
得
な
い
。
二
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
、
三
十
五
年

聞
に
、
合
計
六
百
武
十
京
国
十
二
銭
の
保
険
料
を
掛
け
込
ん
で
あ
っ
て
も
、
爾
後
の
梯
込
を
や
め
る
な
ら
ば
、
こ

れ
だ
け
の
排
込
金
は
全
部
掛
け
損
と
な
る
。
然
る
に
、
民
替
の
六
十
歳
受
取
養
老
保
険
に
あ
っ
て
は
、
二
十
五
歳

加
入
の
際
の
掛
金
二
十
六
回
を
凡
そ
三
十
年
程
も
支
排
へ
ば
、
後
は
掛
け
な
く
と
も
よ
い
の
で
あ
つ
で
、
而
・
色
配

営
そ
の
他
の
計
算
を
差
引
け
ば
、
合
計
の
保
険
料
は
四
百
六
拾
困
足
ら
や
で
あ
り
、
ム
ハ
十
歳
に
は
一
千
固
の
保
険

金
を
手
に
し
得
る
の
で
あ
る
o

ゆ
ゑ
に
全
般
的
に
考
へ
れ
ぽ
、
民
替
の
普
通
の
保
険
の
方
が
賓
質
的
に
安
い
場
合

色
め
る
課
で
.
逓
信
省
案
の
安
い
こ
と
は
表
見
的
の
こ
と
に
描
ざ
な
い
け
れ
ど
も
、
保
険
の
こ

2
が
十
分
r
ト
判
ち

な
い
民
衆
に
謝
し
で
は
、

そ
の
表
見
的
に
安
い
こ
と
が
誹
鵡
と
な
る
こ
と
は
弛
れ
梓
弓
い
っ

逓
信
省
案
に
於
け
る
鮭
年
被
保
険
者
の
加
入
の
際
に
於
け
る
保
険
料
が
安
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
銃
に
民
勝
目
保
険

に
加
入
し
て
居
る
被
保
険
者
の
解
約
股
惑
を
自
然
に
誘
惑
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
ら
れ
い
に
加
入
せ

A
K
す
ぷ

色
の
を
民
替
よ
り
奪
っ
て
官
替
に
赴
か
し
な
る
こ
と
と
も
な
る
は
、
見
易
き
道
理
で
め
る
。
す
な
は
ち
消
極
的
の

腫
迫
と
い
ふ
は
こ
れ
で
あ
る
。O 

生
命
保
険
舎
一
祉
は
、
解
約
一
か
多
〈
な
れ
ば
、
そ
の
舎
一
枇
は
、
保
険
な
る
も
の
う
性
質
上
、
そ
の
財
的
基
礎
が
薄

弱
と
な
ら
輔
さ
る
を
得
な
い
。
元
来
、
保
険
な
る
も
の
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
保
険
金
額
に
比
べ
て
極
め
て
少
額

の
保
険
料
を
受
領
し
て
、
多
額
の
保
険
金
額
の
支
捕
に
充
て
る
こ
と
う
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
頗
る
多
数
の
加

簡
鰻
生
命
保
険
白
官
替
問
題

第
三
十
八
巻
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入
者
が
存
在
し
て
、
そ
の
聞
に
平
均
が
行
は
る
b

こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
確
買
に
賀
行
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
め

る
。
加
入
者
が
少
敷
の
ま
h

に
止
ま
る
か
、
も
し
く
は
、
少
数
と
な
る
な
ら
ば
約
束
の
保
険
金
を
完
全
に
支
姉
ひ

得
る
所
の
財
的
悲
礎
が
破
壊
せ
ら
れ
る
。
解
約
の
漸
増
は
、
か
く
の
如
き
危
険
な
る
航
態
へ
導
く
も
の
に
外
な
ら

引い

V
L保

険
曾
枇
は
、
か
や
う
に
、
多
敷
の
加
入
者
が
存
在
し
て
、
そ
の
財
的
基
礎
が
竪
聞
と
な
る
の
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
、
か
や
う
な
多
般
の
加
入
者
の
存
在
と
い
ふ
こ
と
は
、

bv
と
よ
り
開
業
の
最
初
か
ら
め
お
こ
と
が
部
一
ま
し

い
こ
と
で
み
る
け
れ
ど
も
.
新
設
の
曾
枇
に
、
初
め
よ
り
然
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
な
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘

は
ら
す
、
新
設
の
生
命
保
険
曾
祉
が
存
在
し
得
る
の
は
、
こ
の
多
数
者
の
平
均
と
い
ふ
こ
と
が
、
必
A
V
'

も
同
時
的

に
行
は
れ
十
と
も
、
時
を
異
に
し
て
行
は
れ
で
も
、
結
果
に
於
て
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
新
設

舎
一
世
は
、
勝
来
の
加
入
者
の
多
い
こ
と
を
営
に
し
て
存
在
し
得
る
の
で
め
る
。
然
る
に
、
官
饗
の
圏
龍
生
命
保
険

の
た
め
、
解
来
の
加
入
者
を
奪
は
あ
う
こ
と
〉
な
る
な
ら
ば
、
将
来
に
望
み
を
蝿
し
て
存
在
し
て
居
る
新
設
の
保

険
曾
祉
は
、
存
在
の
基
礎
を
奪
は
れ
る
こ
左
、
な
る
つ
こ
れ
は
会
〈
新
設
曾
祉
に
と
っ
て
の
脅
威
で
め
る
。

新
設
の
も
の
で
な
〈
と
も
、
未
だ
、
そ
の
保
有
の
契
約
高
の
少
い
舎
赴
色
、
こ
れ
と
同
じ
関
係
に
め
忍
は
い
ふ

ま
で
も
な
い
。
ま
亡
、
今
日
、
強
大
を
誇
り
、
契
約
高
の

E
大
な
る
を
自
慢
し
て
居
る
曾
祉
に
と
っ
て
も
.
そ
の

帰
来
の
保
険
契
約
の
新
規
獲
得
が
衰
弱
す
れ
ば
、
同
じ
運
命
に
陥
る
こ
と
に
麓
り
は
な
い
。

生
命
保
険
曾
枇
の
衰
退
、
ま
た
は
、
更
に
謹
ん
で
そ
の
投
落
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
起
り
、
保
険
金
額
の
支
排

が
完
全
に
行
は
れ
な
く
な
る
こ
と
が
め
る
な
ら
ば
、
多
年
の
勤
倹
刀
行
の
結
品
を
保
険
曾
祉
に
託
し
て
、
そ
の
将



来
の
安
穏
を
希
っ
て
居
る
所
の
被
保
険
者
や
そ
の
家
族
の
迷
惑
と
閤
窮
と
は
叙
説
す
る
ま
で
も
な
き
所
で
あ
る
。

た
Y

一
つ
の
謂
は
ゆ
る
弱
小
保
険
舎
枇
が
淀
落
す
る
こ
と
が
あ
っ
で
き
へ
、
民
衆
の
一
一
般
保
険
舎
祉
に
劃
す
る

信
頼
を
害
す
る
こ
と
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
一
日
一
、
民
衆
の
信
頼
を
失
ふ
こ
と
》
な
り
、
生
命
保
険
曾
世
が

解
約
請
求
を
相
次
い
で
受
く
る
が
如
き
事
態
に
立
至
れ
ば
、
前
に
由
々
し
き
事
柄
で
め
る
。
然
る
場
合
仁
は
、
保

険
に
劃
す
る
新
ら
に
な
る
加
入
も
荒
控
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
全
く
、
生
命
保
険
事
業
が
民
衆
の
生
活
の
鼎
燕

の
保
障
七
る
職
能
を
壷
し
特
な
い
危
険
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
。
然
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
に
る
民
衆
に
及
ぼ

す
心
的
感
響
は
寒
心
に
耐
え
ゴ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
c

今
回
の
遁
信
省
案
の
も
つ
枇
曾
政
策
的
意
義
の
快
如
せ
る
こ
と
は
肱
に
遁
べ
た
る
所
で
あ
る
。
一
歩
譲
っ
て
、

ぞ
れ
に
幾
許
か
の
一
枇
曾
政
策
的
意
識
が
川
慨
に
あ
る
に
し
て
も
、
帽
、
の
一
計
書
の
・
賢
一
行
パ
炉
、
民
体
口
保
険
腿
泡
の
結
果
伝

費
ら
し
、
そ
の
衰
退
を
招
来
す
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
ぞ
は
保
険
事
業
と
い
ふ
も
の
う
性
質
上
、
甚
だ
し
く
非

世
曾
政
策
的
結
果
と
な
る
。
保
険
は
官
営
に
る
と
民
替
に
る
左
を
問
は
や
、
ぞ
れ
自
ら
の
本
質
上
、
今
日
の
枇
合

組
織
の
艦
摘
上
に
も
つ
一
大
観
陥
を
補

E
す
る
の
職
能
を
査
し
つ
〉
あ
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
は
本
来
、
枇
曾
政

策
的
の
も
の
で
め
る
。
生
命
保
険
に
於
て
特
に
そ
の
意
味
が
鮮
明
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
枇
舎
政
策
の
手
段
左

し
て
保
険
が
盆
々
多
〈
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
〉
な
る
。
こ
の
世
曾
政
策
的
な
意
味
を
も
っ
所
の
、
そ
し
て
民
営
E

し
で
も
健
全
に
行
は
れ
つ
〉
あ
る
所
の
生
命
保
険
事
業
に
封
し
、
座
市
山
衰
退
せ
し
め
る
か
、
縦
ひ
然
る
程
に
至
ら

A
V
と
も
、
ぞ
の
牌
来
の
健
全
な
る
後
遺
を
問
卑
れ
す
る
も
の
め
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
甚

r非
枇
曾
政
策
的
な
も
の
'
と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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